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行 政 視 察 報 告 1書

令和 7年 2月 2を 日

長浜市議会議長 様

長浜市議会議員  大橋 延行

私が出席した次の行政視察の結果について報告 します。

視察等名 令和6年度 恵風会行政視察

視察期間  令和 7年 1月 30日 (本)～ 1月 31日 (金 )

視察場所及び目的

①東京都台東区役所           ′

②厚生労働省医政局地域医療計画課地域医療構想推進室

⑧掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センター

4.調査内容感想等

,視察の目的

① 台東区北部地域におけるリノベーション型まちづくり事業について

② 長浜市の医療再編 と地域医療の未来の方向性 につ いて
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市内の空き家・宴 店舎甫の活 用

`

こついて リノベー シ ョン 活 用 1ッ 雄 め て い るぃ

事業 の滲 め方は、 スア ソヽプ 1 とれ競 の瑚,状 務′相孝犀す るた めの調 杏 ス テ ップ 2

活用可能:な空き家の洗 セ 出ヽ 1ン 、士独競のキーパーノンの発も騒 ス

の情報発信、地域の
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具体的な取 り組みについては、*勉強会や街セ ッシ ョンの取 り み (謙演会や

意見交換会)* 情報発信 (タ イ トオーキタ リズムの発行 *地域活性化イベン トの

実施 *リ ノベーション支援活用候補物件の情報発信

②   厚 よ り下記の説明を受けた

医療需要の 化・医療機関機能の考 次医療 を基礎 とした医療提供体

制の維持・訪 F画耳診療 及び介語保 ll食流設 の士れ域 葬 T耳`状 イこついて

*医療需要の変イ陀 85 歳以上の人 口が 2040 年 ま で増加 し、 療・介詰 の複

ニーズが ま る 20 ゝ 2040 イこか 85 の

ι主 %ナ曽加 す る 耳,ユみι童 75 O/。ナ曽、存宅 医療雫 65

*医療機関機能の考え方 医療機関の機能を 「治す医療 」と「支える医療」に|

確保すするため、医療機関から地域の役割を報告させる仕組みを推進。

*二次医療 を基楼 とした医療提 |の維持  2040年 を ミスヘ 人 口 20

万人未満の地域に於いて、医療需要の変化や医療従事者の確保、医療機関の維持

へ の こついて じて で の

の めた を ガ ド

ラインで をす る主な参加者の明確

*訪 間診療 び 介詰イ果【食流設 の地域 拍 芳 の i品 I束地域 に於 いて と丈訪 闇診療

魚者の 自宅が萬竹れ て お り効率が慕いな 課 顕 が あ る

⑥   経営 至 っ 経維 について下 記 の 言玲日月を立 Iす た統 合 イこ た

掛ナ||。 袋井料市立病院にパいて、施設の老朽化や医師確保の共通の課題があり、

今後診療科の縮 ′|、 、病 木東 閉鎖 による経 営 の 亜 化 の 熱れ が あ るた め 医 療 れ_戎 のの 圏

医療崩壊 を防 ぐ
゛

め に議 論 が 開始され

当初 はそれ れ の 市 ユ 病院の建て替 え坊歩ネ甲1里予に 入れ議論 されたが F矢 師派遣

元である浜松医科大学学長からの再編統合の案が提案され、学識経験者医療関

しいとし ア
」と 「

れたハ病院協議会 |カミ言留立 さ

長 浜 市 議 会
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市民感情及び魚考 (病院利用者)に対 して 協議状況をすべて市 に姑 して公

開 され た ハ 茉 斤 ア ビオ£がマスメデ 才アの報楢 、毎 月の広報全戸 ・説 明会・レ

シンポジウム 開催 し病院の現状、 を説明された。

・行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

長浜において 咤)、 地元企業 の淳携 を強化 。マ ッチング支援体制を し、ま

た地域の 主的な活動 を して持続可能なまちづ くりを行いたい

また、 的 で 下確テた`データの開示 、結 論 あ り 一 市方 向 に誘 導す る情 報 開

示ではなく、 市 民 1こ 理縮 してい く 情報 開示 の 改 めて朦 じ支 した抹喜性 を

「病院の
`政

靡我昌の 暫 |と い う信 金 敬 り組み を
~美

流 してお ら泳Lンも、の 幸、と、様 々な

合煮形成や組織のマネジメン 卜力 イこついて、首長 。議会のあり方が問われ て い る

と認識 を し 長浜市に於いて できるか見つめ何 ア)ミ 澄 お したいえ

長 浜 市 議 会


